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平成２０年３月

坂東市教育委員会
序　章

　坂東市は、これまで以上に強固な自治体の基盤づくりを進めるために、平成17（2005）年３月２２日岩井市と猿島町が合併して誕生しました。2つの市町とも以前から結びつきが強く、スポーツ・レクリエーション活動においても交流などが行われていました。そこで、この合併を契機にスポーツ・レクリエーションの新たな指針となるスポーツ振興基本計画の必要性がでてきました。

　本計画は現状と課題を踏まえ、いつでも・どこでも・誰もが気軽に、さらに楽しく実行できるよう、また、生涯スポーツ社会の実現を目指すために策定するものです。

第１章　本計画の基本的な考え方

１　計画期間　本計画の期間は平成20（2008）年度から平成30（2018）年度までであり、10年間をもって実現すべき施策を提示したものです。なお、個別の事業実施においては社会情勢を考慮したうえで、進捗状況を把握し適宜必要に応じ修正を加え実施していくものとします。

２　基本理念　生きがいと笑顔に満ちた生涯スポーツコミュニティＢＡＮＤＯ
３　到達目標（数値目標）

(1) 生きがいと笑顔に満ちた生涯スポーツコミュニティの実現を図るため、市民の50％以上が週1回以上の何らかのスポーツ（30分以上の継続運動）を実施できるように環境を整備します。　　　（％）

	全国
	茨城県
	坂東市（現在）
	
	坂東市（目標）

	３７．２
	２８．２
	２６．４
	
	５０．０


(2) 市内に3番目の総合型地域スポーツクラブを設立します。

	坂東市（現在）
	
	坂東市（目標）

	２クラブ
	
	３クラブ


第２章　坂東市におけるスポーツ振興の現状と課題

　　　　《　省略　》

第３章　計画目標達成のための具体的な施策
１　スポーツ・レクリエーションの振興

　スポーツ・レクリエーションの指針となる本計画を策定し、いつでもどこでも誰もが気軽に安全にスポーツに親しめ、健康の保持増進を図れるような基本的なシステムを構築します。

《具体的な施策》

　(1) スポーツ振興実施計画の策定

　(2) 市民を対象としたスポーツや体力づくりの講演会等の開催

　(3) 定期的な体力テスト検定会の開催

(4) モーツァルト体操の普及とウォーキングの奨励

(5) スポーツ振興関連補助金等の活用

　(6) スポーツ・レクリエーション関連統計の整備

２　スポーツ・レクリエーション団体の充実

　　本市においては、体育指導委員会や体育協会をはじめとして多くのスポーツ・レクリエーション団体が活動しているが、そのほとんどが少数の役員によるボランティアと活動補助金で運営されているのが現状です。そこで、各団体が自立した団体となるよう支援します。

(1) 体育指導委員会の活性化

(2) 体育協会活動の充実強化

(3) スポーツ少年団活動の充実強化

①スポーツ教室の開催

②指導者の指導技術の向上

(4) 小中学校体育連盟と他の団体との連携

(5) 総合型地域スポーツクラブへの支援

(6) レクリエーション専門活動団体の設立

(7) 体育推進委員の明確化

３　スポーツ・レクリエーション施設の整備充実と効果的な管理運営

　(1) 計画的な施設の改修修繕計画の策定

　(2) 学校開放施設の再検討

(3) 効率的な管理運営

４　各年代に応じたスポーツ運動活動の充実（生涯スポーツの推進）

　(1) 年代別具体的事例

　　《　３ページに掲載　》

５　学校における運動・スポーツの振興
６　スポーツ情報の充実

７　指導者の養成・確保

(1) スポーツ指導者登録制度の設置

(2) 茨城県スポーツリーダーバンクの活用

(3) 研修会等の開催

(4) 上位団体における研修会等への積極的支援

(5) スポーツボランティアの養成

第４章　計画の推進体制

１　計画の周知

　本計画の市民への周知は次の方法により周知します。

(1) 市のホームページへの掲載

(2) スポーツ施設への配置

２　計画の評価並びに進行管理

計画の評価は５年ごとに『坂東市民のスポーツ活動に関する意識調査』において、得ることとします。

毎年の進行管理については、生涯スポーツ課において調査し必要があれば開示できるように整えておきます。

※各年代に応じたスポーツ運動活動の充実（生涯スポーツの推進）

(1) 年代別具体的事例

































青年期　　　　　○家族や仲間と楽しく運動をしましょう。


《12歳～17歳》 ○発達段階・個々の能力に応じた運動の実施。


                  ○競技者として継続した運動・トレーニングの実施





高齢期      ○自分の体力を維持できる運動をしましょう。 


《60歳～》  ○日常生活の中で、できるだけ歩くように心がけましょう。


○自分なりの運動習慣で、体力の低下を防ぐ。


○地域活動（ボランティア）に積極的に参加しましょう。





　





壮年期　　  ○家族や職場、地域の仲間と楽しく運動をしましょう。


《40歳～59歳》○日常生活の中で、


できるだけ体を動かすようにしましょう。


○息が少しはずむ程度のウォーキングや楽しいスポーツ・


レクレーションなど、自分の体に合った運動。 


○1日1万歩を目標に、できるだけ乗り物や


エレベーター等を使わず歩きましょう。 


○自分なりの運動習慣で、体力の低下を防ぎましょう。





成年期　　　　 ○家族や職場、地域の仲間と楽しく運動をしましょう。


《18歳～39歳》○日常生活に運動習慣を取り入れ、


継続することが必要です。


○アスリートとして継続した運動・トレーニングの実施。











少年期　　　　　○家族や友達と楽しく運動をしましょう。　


《８歳～11歳》　○地域のスポーツ活動に積極的に参加しましょう。








幼児期　　    　○遊びの中で全身を動かす運動をこころがけましょう。


《２歳～7歳》    ○スキンシップ遊びをしましょう。（特に父親）
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